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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
お
健
や
か
で
輝
か
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
平
素
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
に
対
し
ま

し
て
ご
理
解
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
、
8
月
の
大
雨
災
害
で
は
、
安
芸
高
田
市

に
お
い
て
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
被
災
さ

れ
た
住
民
の
皆
さ
ま
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

　
市
民
生
活
の
復
興
に
向
け
、
安
芸
高
田
市
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
多
方
面
か
ら
様
々

な
真
心
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
広
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
皆
さ
ま
に

は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設
か
ら
運

営
に
至
る
ま
で
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
は

安
芸
高
田
市
を
は
じ
め
、
県
内
外
か
ら
温
か
い
支

援
物
資
を
頂
戴
し
、
日
本
赤
十
字
社
、
広
島
県
共

同
募
金
会
を
通
じ
て
義
援
金
を
賜
り
ま
し
た
こ
と

に
、
改
め
ま
し
て
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
短
期
間
の
う
ち
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
、
多
く
の
被
災
者
の
皆
さ
ま
よ
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
丁
重
な
お
礼
の
お
言
葉
を

頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
被
災
さ
れ
た

世
帯
の
生
活
支
援
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
、
当
会
は
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
、
地
域
福
祉
会

議
推
進
５
か
年
計
画
を
策
定
し
、
課
題
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
、
活
動
の
担
い
手

育
成
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
「
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
め
ざ
し
、
皆
さ
ま
の
お
力
を
借
り
な
が
ら
社
会

福
祉
協
議
会
の
使
命
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
心
よ
り
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶
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有限会社オキタ設備　	 沖田　幸三� 吉田町
有限会社カーシステム土橋　	 土橋　義博� 八千代町

株式会社アイスジャパン　	 松岡　正昭� 北海道室蘭市
特定非営利活動法人安芸高田市国際交流協会　	 森脇　洋平� 吉田町
特定非営利活動法人 Vネット	 川上　哲也� 岐阜県高山市
エイ・エフ・エム・ジャパン株式会社　	 山下　典子� 静岡県駿東部
一般社団法人ｅｐｏおかやま笑顔プロジェクト	 村上　浩司� 岡山県玉野市
株式会社ぎょうせい中国支社　	 中瀬　悦英� 広島市
呉市立宮原中学校　	 生 徒 一 同� 呉市
呉安浦ライオンズクラブ　	 廿日出一晴� 呉市
ＫＤＤＩ株式会社　中国総支社	 両角　信彦� 広島市
小屋浦小学校児童	 問芝　恭子� 安芸郡
サラヤ株式会社　	 更家　悠介� 大阪府大阪市
セイヴザヒロシマ　	 大小田伸二� 広島市
公益社団法人高田白木法人会	 熊高　一雄� 甲田町
高田西組仏教婦人会連盟　	 中須賀真由美　� 吉田町
中国新聞吉田販売所　	 石藤　元宏� 吉田町
日本生命保険相互会社営業部　	 白石　達也� 吉田町
一般社団法人　日本善行会　	 高林　壮介� 静岡県浜松市
株式会社日本都市工学設計広島営業所　	 片岡　正人� 広島市
Ｂ-ＤＡＳＨ	 藤丸　　剛� 大阪府貝塚市
社会福祉法人広島市社会福祉協議会　	 永野　正雄� 広島市
広島プラダン　	 炭本　　勤� 広島市
プロテア	 中石　孝治� 三次市
法圓寺　	 霊山　維通� 吉田町
有限会社ボデーショップタカタ　	 佐々木幸昭� 高宮町
明治安田生命可部営業部　	 冨澤　　大　� 広島市
株式会社もみじ銀行吉田支店　	 藤笠　雅也　� 吉田町
矢上フロッグス　	 渡辺　理絵　� 島根県邑智郡
安田女子大学　	 瀬山　敏雄　� 広島市
山海環　	 谷川　裕之　� 高宮町
特定非営利活動法人ユナイテッドかながわ　	 市原　信行� 神奈川県大和市
特定非営利活動法人吉和げんき村　	 岡本美登志　� 廿日市市

　この度の令和3年8月大雨災害による安芸高田市の被害に対し、心温まる支援物資や寄附をいただき、誠
にありがとうございました。たくさんの方々からのご支援・ご協力により、おかげをもちまして、安芸高田
市災害ボランティアセンターは10月21日に閉所となりました。
　今後も「誰もが安心して暮らせるまちづくり」の実現に向けて、取り組んでまいります。

安芸高田ライオンズクラブ　	 吉村　直規� 吉田町
株式会社イズミゆめタウン吉田店　	 田中　智教� 吉田町
新庄みそ株式会社　	 山本　美香� 広島市
長楽寺　	 吉川　創信� 吉田町
特定非営利活動法人ピースウィンズ・ジャパン　	 國田　博史� 神石郡
ふぁみりぃ安芸高田　	 岸田　勝彦� 甲田町
米重商店　	 米重　公平� 吉田町
湧永製薬株式会社　	 湧永　寛仁� 甲田町

有限会社安芸企画　	 森光　良彦� 吉田町
安芸高田市家庭ごみ共同企業体
　有限会社国司衛生興業　	 鉄本　秀樹� 吉田町
　株式会社高田環境　	 茂本　敬植� 吉田町
　有限会社日之丸衛生社	 伊藤　義博� 吉田町
　株式会社マルシン　	 金島　聡吏� 吉田町
安芸高田市商工会　青年部	 國元　英雄� 吉田町
安芸高田市ボランティア連絡協議会　	 芦田　宏治� 吉田町
スターライト工業株式会社　	 佐伯　良隆� 吉田町
社会福祉法人　ひとは福祉会　	 寺尾　文尚� 向原町
広島北部農業協同組合　	 佐々木祥文� 吉田町
吉田地区民生委員児童委員協議会　	 灰谷　祐子　　吉田町

岡　ハルコ� 東広島市　　　　　　　
金田喜代子	 吉田町
下岡多美枝　	 甲田町
� 匿名　9名

垣田　清隆� 兵庫県明石市　　　　　　　
佐藤　知香　　　　　宮城県仙台市
武居　良子　　　　　山口県下松市
田村　育与　　　　　　	 　呉市
西岡　　厚　　　　　岡山県倉敷市
福川　孝之　　　　　	 甲田町
山本　正之　　　　　	 広島市
� 匿名　4名

家電販売・電気工事・水道工事

安芸高田市向原町坂143-1

TEL46-2118 FAX46-4019

高橋電機 向原

広島県安芸高田市八千代町下根578

心温まる支援物資や寄附をありがとうございました心温まる支援物資や寄附をありがとうございました

※�五十音順に承諾をいただいている企業・団体・個人のみ掲載
しております。なお、敬称は省略させていただきます。

寄附団体名　　　　　　　代表者名　　　　　所在地

　寄附者名　　　　　　　所在地

　寄付金

　資材・物資等

　食料・飲料

　ボランティア協力企業・団体

　寄付金

　物資・飲料等
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　大雨災害発生後、令和3年8月16日に災害ボランティアセンターを設置、20日よりボランティア活動支
援に入りました。親族や友人関係だけでなく、地域の中でも多様な活動が住民同士の支え合いにより早く
から行なわれ、ボランティアと力を合わせて活動されることもありました。
　この度の災害で被災された方々に、心よりお見舞い申し上げます。皆さまの一日も早い復旧をお祈り申
しあげます。
　また、災害ボランティアにご参加・ご協力いただいた皆さま、誠にありがとうございました。

　広島県内・外の多くの方より、ボランティア希望を
いただきましたが、コロナ禍によりボランティアの受
け入れを安芸高田市内在住の方と限定させていただき
ました。
　学生からご年配の方をはじめ、様々な団体の方に活
動していただきました。

　坂町立小屋浦小学校児童、呉市立宮原中学校生徒一同の皆さまより、復興を願う寄せ書き入りの土
のう袋や、応援メッセージ付きのタオル・マスクをいただきました。
　市内の小・中学生に向けた応援のメッセージも、多数記載されていました。

心あたたまる支え合い

災害ボランティアセンターの活動
～すべての人にありがとう～

ボランティア活動の様子

坂町立小屋浦小学校児童の皆さんより 呉市立宮原中学校生徒一同の皆さんより

「今はすごく大変だけど体に気をつけてガン
バってください！おうえんしています‼」　

ボランティアセンター運営状況
ボランティア登録者数 315人
ボランティア活動者数 640人
活動件数 110戸
日赤物資支援件数 74戸
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　年 「々一人暮らしの年寄りが増えた」「子どもの姿を見ないようになった」「空き家が増えた」などの声が地域
から聞こえるようになりました。
　地域の福祉課題を解決する取り組みである地域福祉会議を、安芸高田市内6町で推進するため、広島県社会
福祉協議会から講師をお招きし、地域共生社会の実現に向けて、地域住民を基盤とした地域づくりの取り組みや
今後の地域支援活動についての講演会を開催しました。

●地域全体で見守り、声掛けをもっとしていかなければいけないと思う。
●他の団体や組織と連携をとっていかなければならない。
●地域福祉会議の実態（なぜ必要か）をもっと広く地域に知ってもらう。
●自分の地域の困りごとを把握できていない。これから何ができるか考えていきたい。
●多くの課題があると思うが、必ず必要な取り組みになると思う。

　地域が抱える課題は地域によって異なります。
地域福祉会議では、「どうすれば住みよい地域に
なるか」「住みやすい地域にするためにできるこ
と」を話し合い、地域共生社会の実現に向けて取
り組んでいます。
　八千代地域福祉会議では、「困りごと解決パン
フレット」を作成し、ふれあいサロンを中心にお配り
しています。
　各地域福祉会議では、安心して暮らせるまちづ
くりに向けて、今後も地域の困りごとや不安の声
を拾いあげ、解決していく取り組みを行なってまい
ります。

講演会を終えて ～アンケートより～

地域福祉会議の取り組み地域福祉会議の取り組み
～地域の困りごとをみんなで把握し解決していくために～

5年後、10年後の私たちの地域はどうなっているのだろう・・・

各町に分かれ、グループワークを行ないました

講師：広島県社会福祉協議会
　　　地域福祉課 地域共生社会推進室
　　　専門相談員　井岡　仁志さん

今後の取り組みについて話し合いました
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　新型コロナウイルス感染症の対策として、多くのサロン活動が休止となり、孤立やフレイル（加齢に
より心身が老い衰えた状態）の進行が心配されるようになりました。つながりを絶やさないため、感染
対策を駆使し工夫されながら再開されているサロンが数多くあります。
　引き続き「福祉・介護 出前講座」も実施しておりますので、地域での福祉活動にお役立てください。

　市社協では、市内3町（吉田・八千代・甲田）の11
会場でげんき教室を実施しています。
　コロナ禍により「外出の機会が少なくなった」「足
腰が弱った」「人と会わなくなった」との声をよく耳
にします。また、外出を控えることにより、歩行機会
が失われフレイルが進みます。
　市社協のげんき教室では、新型コロナウイルス感染
症の予防を行ないながら、みんなで楽しくフレイル予
防や認知症予防に取り組んでいます。

　私たちは、毎月第2火曜日に新屋郷会館でニ
コニコ・サロンを行なっています。サロンを長続
きさせるために、サロン四ヶ条をモットーに、ご近
所だからできる「おせっかい」で、皆が元気に過
ごしていける気楽で気軽なサロンを目指してい
ます。� 世話人さん　

　いつも仲良し「なかよしサロン」です。毎月の開
催を皆さん楽しみにされており、コロナ禍でも、サ
ロン活動ができるよう、感染対策をしっかりとりな
がら、毎月第2木曜日、下根集会所で行なっていま
す。今回は講師による認知症についての講話と体
操を行ないました。　� 世話人さん　

【お問い合わせ先】地域福祉課　甲田支所　電話・お太助フォン：４5－2941

運動・おしゃべり・つながりで介護予防運動・おしゃべり・つながりで介護予防げんき教室

ふれあいサロン物語

【お問い合わせ先】　地域福祉課　電話・お太助フォン：４7－1131

ニコニコ・サロン（吉田町） なかよしサロン（八千代町）

ふれあいセンターこうだ（甲田町）ふれあいセンターこうだ（甲田町）
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次の皆さまから、あたたかいご寄附をいただきありがとうございました。
お寄せいただきましたご寄附は、地域福祉活動へ大切に活用させていただきます。

○本会への寄附金については所得税法による寄附金控除が受けられます。
○寄附者ご本人の承諾のもと氏名等を記載しています。（敬称略） 
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発行・編集／社会福祉法人　安芸高田市社会福祉協議会
〒731-0521　広島県安芸高田市吉田町常友1564-2（安芸高田市保健センター内）
　　　　　　電話・お太助フォン（0826）42-2941　FAX（0826）47-1312　ホームページ http:///www.akisha.jp/

社協だより

　新型コロナウイルス感染症が今なお続いております。通常の生活に戻ることはなかなか難しいかも
しれませんが、感染対策を十分に行ない、お気をつけてお過ごしください。

　　　　　＜広報委員会＞　委員長　　浜重　好則　　副委員長　　津賀山とし子
　　　　　　　　　　　　　委　員　　冨田　慶子　　佐々木昌莊　　片岡　典子　　丸山　義捷

編集後記

　市社協では、この度の大雨災害によって被害を受けられた住民の皆さまへの支援を行なっていま
す。
　住民の皆さまからご協力いただいた共同募金や日本赤十字募金などが、この度災害に遭われた
方々への支援につながっています。誠にありがとうございました。

　被災者世帯の生活支援のために開設された災害ボランティアセ
ンターの運営費（土のう袋・資材等）や、災害ボランティアセン
ターで災害支援を行なった一人暮らしの高齢者・高齢夫婦世帯を
中心にささえあいパック（ハンドソープ・マスク・手指消毒シー
ト）をお配りしています。

　災害が発生した際の医療救護や救援物資の配布に活用されてい
ます。この度の市内での被災においても、備蓄されている毛布、
安眠セット、緊急セット等の支援物資を74戸にお届けしました。

　市社協では、災害により被災された方々を支援するため、窓口
として災害義援金の受付を行なっております。
　お寄せいただいた義援金は、日本赤十字社広島県支部を通じ
て、被災地に届けられます。
　募金箱は、市社協および各支所、市役所本庁および各支所へ設
置しております。
　市民の皆さまのあたたかいご支援ご協力をお願いいたします。

【お問い合わせ先】　地域福祉課　電話・お太助フォン：４７－１１３１

災害義援金ご協力のお願い

平成30年7月豪雨災害義援金

令和 2年7月豪雨災害義援金

令和 3年7月大雨災害義援金

令和 3年8月大雨災害義援金

【緊急セット】
　除菌シート、ティッシュなど
【安眠セット】
　マット、枕、アイマスクなど
【タオルセット】
　�フェイスタオル、バスタオルなど
【毛布】夏：タオルケット

共同募金

日本赤十字社

災害義援金

ささえあいパック

支援物資一式


